
金
滞
古
政
志
傘
八

き
た
り
し
が
、
原
中
の
往
来
路
に
月
の
輪
と
栴
し
‘
井
戸
の
問
り
程

な
る
図
形
夏
季
の
炎
天
陀
も
土
不
ν
乾
、
月
の
輸
の
如
き
も
の
路
上
に

見
ゆ
。
或
は
一
耳
ム
。
川
正
地
中
に
古
井
戸
を
型
め
た
り
し
故
に
‘
共
の

水
気
地
上
に
浮
ぴ
不
ν
乾
陀
や
と
。
臨
国
務
後
此
の
地
A
U
悉
く
邸
地
と
成

り
、
道
L
R

家
屋
を
建
築
し
、
今
は
月
の
輪
も
人
家
の
家
下
陀
成
り
た

り。O
多
資
信
渡
益
邸

延
曲
目
の
金
潮
岬
闘
に
、
多
賀
左
近
、
前
口
二
十
六
間
三
尺
五
寸
・
東
側

廿
五
間
四
尺
五
寸・

西
側
廿
三

m五
尺
八
寸
、
後
地
三
十
二
間
二
尺

と
あ
り
て
、
東
隣
は
奥
村
又
十
郎
、
向
は
新
盆
形
磁
屋
敷
左
り
。
卒

保
丸
年
の
士
般
に
・
六
千
石
多
賀
惰
波
新
北
形
と
あ
り
。
今
は
此
の

地
遜
上
胡
桃
町
と
す
。
明
治
臨
出
稼
の
際
表
門
の
溢
悉
く
資
却
し
て
・

町
屋
敷
戸
を
建
築
し
・
装
門
の
縫
薮
所
向
を
家
屋
と
な
し
A

が
、
後

l
I
も
撤
去
す
。

O
多
賀
酪
庵
侮

鴎
賂
は
、
期
久
太
郎
秀
政
の
弟
に
て
、
初
め
銅
ま
兵
術
と
格
す
。
後

多
貿
信
濃
守
点
能
の
祭
子
と
成
り
、
姓
名
を
改
め
て
多
掛
川
出
醤
守
秀

湿
と
呼
べ
り
。
盟
臣
秀
吉
公
の
時、

大
和
悶
宇
多
郡
一
柳
島
市
岡
の
妓
主

ぜ
ら
れ
・
翌
問
年
三
月
一史
陀
二
千
石
加
思
あ
り
て
都
合
六
千
石
を
脇

は
り
.
名
も
信
淡
と
改
稿
せ
し
め
ら
る
。
然
る
に
元
秘
十
年
七
月
柏
町

内
討
を
命
ぜ
ら
れ
閉
門
す
。
但
し
共
の
罪
科
は
知
る
者
な
し
と
云
ふ
。

夫
れ
よ
り
三
十
年
自
宅
陀
製
居
健
在
り
け
る
庖
.
参
絞
中
将
吉
徳
卿

卒
保
・
寸
凶
年
十
二
月
被
v
免
、
同
十
六
年
十
月
致
仕
を
命
ぜ
ら
れ
‘
家

総
の
内
七
百
石
養
老
料
と
し
て
脇
は
り
、
長
男
字
兵
術
方
術
へ
凶
千

三
百
石
賜
は
り
、
家
仔
を
織
ぐ
。
時
間
知
千
石
直
方
弟
典
服
飯
山
仰
に
加

担
せ
ら
る
。
信
設
芭
方
名
を
容
容
と
改
裕
し、

法
鮮
と
成
り
、
同
十

八
年
同
市
月
某
日
八
十
三
裁
に
て
校
す
。
後
養
老
料
七
百
石
を
嗣
子
方

出
削
へ
賜
は
り
、
目録
称
五
千
石
と
せ
ら
れ
、
子
孫
世

h
k

叩
醐
は
り
た
り
。

加
臨
時
椴
寅
の
関
山
私
記
陀
云
ム
。
銭
感
十

一
年
六
月
多
賀
内
匠
居
宅

陀
珍
都
あ
り
。
右
居
宅
は
九
年
四
月
の
大
火
に
類
抽
出
せ
り
。
共
の
頃

屋
敷
内
の
磁
共
宜
し
き
分
は
多
分
焼
失
し
‘
俄
時
間
り
の
誠
一
戸
前
子
v

今
有
v
之
。
此
叩
慨
は
古
宮
雑
家
財
北
ハ
を
入
山
也
け
る
而
巳
に
て
、
遊
底
鉢

な
る
出
陣
た
り
し
か
ど
、
此
頃
修
磁
を
加
へ
ん
と
て
、
去
月
中
尉
取
鍛

ち
‘
説
中
へ
納
め
有
ν
之
雑
兵
共
怒
く
取
出
し
け
る
出
内
古
書
長
持
一

椋
の
前
張
民
多
柳
川
信
設
封
印
と
住
総
有
v
之
。
紙
は
既
に
腐
り
た
り
け

ん
、
文
字
の
み
抽
出
り
あ
り
。
鎖
前
に
も
封
印
付
有
v
之
.
封
は
共
憾
な

金
掴
阿
古
政
志
谷
八

O 

と
成
り
.
院
長
五
年
川
醐
ク
原
合
戦
の
時
、
大
坂
方
の
下
知
陀
随
ひ
‘

大
津
披
を
梁
取
り
け
る
放
民
、
開
ク
原
落
去
の
後
徳
川
内
府
の
勘
気

を
談
り
‘
領
地
主
淡
牧
せ
ら
れ
・
期
左
衛
門
瞥
秀
治
が
領
地
越
後
図

へ
引
筒
り
け
り
。
秀
治
死
後
一
京
都
へ
出
で
在
京
せ
し
が
、
法
長
十
丸

年
大
坂
仰
の
刻
、
利
常
卿
区
制
問
か
れ
・召
花
山
出
じ
て
金
棒
へ

下
向
し、

袋
地
六
千
石
を
脇
は
り
、
大
坂
阿
皮
の
城
野
に
随
従
し
た
り
。
後
法

鉢
し
て
同
施
と
稿
し
・
元
和
二
年
寸
一
月
一
一
一
日
夜
す
と
・
家
楠
山
陀
紙

せ
た
り
。
仲
官
・干
る
に
、
総
長
十
七
・
八
年
の
士
艇
に
・
岡
崎
側
中

一柳

谷
信
設
組
六
千
石
多
賀
鶴
市
地
と
あ
り
。
さ
れ
ば
金
部
下
向
仕
鐙
の
初

め
よ
り
法
鉢
し
て
鴎
踏
と
精
し
た
る
な
る
べ
し
o
長
男
築
大
炊
と
初

し
・
後
左
兵
衛
と
一
耳
ム
。
民
長
十
年
利
長
卿
陀
仕
へ

、
四
千
石
を
脇

ム
。
共
の
子
直
定
・
奥
市
布
街
門
と
秘
す
。
二
千
石
を
賜
ム
。
直
定

に
数
千
あ
り
て
数
家
K
分
れ
た
り
。

O
多
賀
信
濃
直
方
侮

直
方
は
・
奥
+
札
砧
桁
門
直
廷
の
次
岡田
な
り
。
初
め
逸
角
と
税
し、

後

新
左
術
門
又
信
設
と
改
稿
す
。
A

車両
帥
中
将
綱
紀
卿
兇
小
勝
陀
呼
出
さ

れ
・
初
め
て
采
地
四
百
石
を
脇
ひ
・
甚
だ
飽
幸
せ
ら
れ
・
道
々
加
恩

あ
り
て
家
総
凶
千
石
陀
至
る
庭
・
点
字
三
年
十
一
月
若
年
寄
役
主
命

れ
ど
も
、
鎖
的
錆
び
腐
り
原
た
り
。
家
人
共
見
分
の
上
・
共
段
主
人

内
陸
へ
越
し
け
る
に
、
明
け
見
る
べ
し
と
の
都
ゆ
ゑ
家
人
明
け
h

る

花
、鍵
も
な
き
ゅ
ゑ
鎖
的
を
段
ち
明
け
、
る
に
、信
浪
在
世
の
頃
動
向

の
留
阪
共
の
山
な
れ
ど
、
愁
く
虫
喰
ひ
、
切
々
に
成
り
た
る
制
限
而
北
ハ

移
敷
納
め
あ
り
し
を
取
出
し
、
か
ら
長
持
を
閉
す
き
山川
さ
せ
け
る
に‘

殊
之
外
誌
か
り
け
る
放
に
人
々
不
思
践
に
訟
も
ひ
、
共
旨
断
り
け
る

ゆ
ゑ
、
内
庇
山川
で
吏
陀
見
分
す
る
に
、
長
持
の
底
二
窓
張
の
休
に
付
、

底
叡
を
政
り
見
る
に
.
金
子
多
く
納
め
あ
り
。
内
匠
家
人
と
共
に
改

め
け
る
底
.
悉
く
古
金
K
て
.
附
院
長
小
判
一
分
金
五
千
雨
程
有
v
之

印
今
の
銀
貨
に
直
し
五
百
貨
目
飴
也
と
云
ム
。
按
・
干
る
に
、
信
波
直

方
鎧
居
中
の
除
金
え
な
ら
ん
か
。
内
匠
は
{一軍
兵
衛
方
術
が
事
に
て
、
信

設
芭
方
の
嗣
子
也
。
方
加
は
父
直
方
の
跡
を
相
縦
し
て
、
家
総
五
千

石
を
賜
は
り
・
資
保
二
年
に
小
松
の
城
番
を
勤
め
・
覚
延
元
年
寺
枇

邸
中
行
陀
成
り
.
賀
町
附
凶
年
算
用
場
移
行
に
制
時
じ
.
明
和
七
年
二
月

七
拾
凶
裁
に
て
聞
な
す
。
父
也
方
政
後
よ
り
三
十
年
許
の

E
新
主
総
‘

共
の
年
間
僅
か
な
り
と
い
へ
ど
も
.
嗣
子
方
術
も
知
ら
十
。
家
人
北
ハ

も
知
ら
ざ
る
は
不
緋
な
る
べ
し
。
赴
金
く
直
方
が
、手
自
ら
子
孫
軍
批

周
の
お
め
陀
抑
制
比
除
け
世
き
た
る
も
の
な
る
事
知
ら
れ
け
り
。
但
し

~. ，、




